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例年より約1週間遅れの4月中句

からタバコの定植が始まりました。

　

昨年、当市では124戸の農家で約

42．5丿乱のタバコ（第2黄色種とバ

ーレー種の2品種）が栽培され、売

りLげ額は1億4，580万円になって

います。

　

川越亀久雄さん（稲郷）が栽培を

始めたのは5年前。このころから減

反割り当てが厳しくなり、転作作目

として手掛けました。

　

定植には近所の主婦6人の応援を

得て、L庄たばこ耕作組合の共同育

苗場で育てられた苗を40几の耕作地

に、手際よく植えていきます。

　

「私はまだ経験が浅くて思うよう

に栽培出来ませんが、なんと言って

も、出来不出来は天候に大きく左右

されますねo技術的には肥料の分量

が難しいです。多すぎても少なすぎ

てもだめですね」と話します。

3月の人口42，709人（男20，637な22，072）世帯数10，446



みん4が参加41出まヨる
＜完全参加と平等〉

　

今年は「国際障害者年」です。今

国内はもとより、世界中で゛障害を

持つ人の社会への完全参加と平等、

の実現を目指して、いろいろな運動

や催しが行われています。障害者に

対する理解と関心を深め、みんなが

参加して平等に暮らせる社会づくり

を進めるため、この機会に市民総ぐ

るみで考えましょう。

国際障害者年

5つの目的

　

国連は国際障害者年に当たり「完

全参加と平等」をテーマに次のよう

な5つの目的を立てています。

　

①障害を持つ人が、身体的にも

　

精神的にも社会に適応することが

　

出来るように援助すること。

　

②障害を持つ人に、援助・訓練

　

医療および指導を行うことによっ

　

て適切な仕事に就き、社会生活に

　

十分参加することが出来るように

　

すること。

　

③障害を持つ人が社会生活に実

　

際に参加出来るように、公共建築

　

物や交通機関を利用しやすくする

　

こと。

　

④障害を持つ人の経済活動や社

　

会活動などへの参加の促進につい

て広くPRすること。

⑤障害の発生防止およびリハビ

リテーションのための対策を推進

すること。

必要な社会の見直し

　

国際障害者年の意義は、完全参加

と平等の実現にあります。

　　

「参加」とは単なる社会生活への

参加にとどまらず、さまざまな分野

で社会の発展に貢献することを意味

し「平等」とは、障害者であるため

に不平等な扱いを受けることなく、

経済的・社会的にほかの一般の人と

同じ生活を送ることが出来ることに

あります。

　

障害を持つ人の問題は、特殊な問

題としてではなく、社会全体として

考えることが大切です。

　

一口に障害者といっても、さまざ

まなヶ－スがありますが、その問題

はその人自身にあるのではなく、障

害者個人とその社会環境との関係か

ら生まれるのですo

　

今こそ、障害者に不利な社会条件

を兄直すことが必要ではないでしょ

うか。

理解と連帯意識で解決

　

わが国には、大きく分けて身体障

害者約210万人、精神薄弱者約40万

人、精神障害者約100万人で、合計

350万人以上の障害者がいると推計

されています。

　

大野市にも身体ほ害者は約1，400

人、精神薄弱者約200人、精神障害

者約500人と、実に2，100人もの方

がおられます。

　

また、平均寿命が延び高齢化社会

が進むにつれて、脳卒中の後遺症な

どによる障害者が増えるとともに、

交通事故や労働災害などによる障害

者も年々増える傾向にあります。

　

私たちのだれもが障害者になる可

能性を持っている一一‥－といっても言

い過ぎではないでしょうo障害者問

題は、私たち1人ひとりが自分自身

の問題として理解し、社会的な連帯

意識を持って解決していかなければ

ならないのです。

訓練に励む「あすなろ」の入所生
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当市の56年度一般会計当初予算79

億4，144万円のうち，社会福祉費と

しては7億2，950万円（構成比約9．2

％）を計上してい

ます。

　

老人福祉をはじ

め、児童福祉・母

子福祉など恵まれ

ない立場にある人

人に、キメ細かい

予算の配慮をして

います。

　

障害者福祉では

幼児を対象にした

　

「ことばの治療教

室」や家庭奉仕員

　

（2人）の設置、

盲人ガイドヘルパ

ー制度などの事業

のほか、補装具や日常生活用具の扶

助をはじめ施設収容扶助などを行い

障害者の方々が明るい日々を送れる

よう努めています。

　

また、国際障害者年を契機として

福祉の輪を一層広げるため公共施設

の改良、障害者の社会参加の促進、

市民のつどいなどの啓発活動に取り

組んでいきます。

主な記念事業計画

　

具体的には、次のような事業を計

画しています。

〇市役所●市民会館にスロープを設

け、便所を改良（：E費328ま万円）

〇大野市福祉大会八代英太氏を招

いて6月21日（日）有終東小学校で

開催する予定

〇国際障害者年を考える市民のつど

い7月26日（日卜市民会館で開催

する予定

〇手話通訳者の養成市役所●銀行

農協●病院などの窓口職員と一般市

民を対象に講習

〇市民ボランティア高揚街頭で花

の種子をプレゼント

　

現在市ではこれらの事業を行うに

当たり、各施設・障害者団体●ボラ

ンティア。社会福祉協議会の代表者

による企画委員会を設け、準備を進

めています。

　

市民総ぐるみの運動として盛り上

げるため、皆さんのご理解と積極的

なご参加をお願いします。

幼児のことば治療教室

60人以上が相談に

　

市は54年10月から、県下に先駆け

て「幼児のことば治療教室」を開い

ています。

　

この教室は有終東小学校内（5－

6550）にあり、最新の検査器機を備

えているほか、この4月からは2人

の指導員が相談●指導・訓練に当た

っています。

　

これまでに60人以上の方が相談に

訪れ、45人が指導を受けており、う

ち23人の幼児が直りました。

　

現在も11人の幼児が徹底した個別

指導を受けています。

　

当初から指導に当たっている福田

清子先生は「言語障害と一ロにいっ

てもいろいろな種類があり、その

原因も複雑です。言語訓練は病気

と同じように、早期発見・早期治

療が大切です。心配や悩みをお持

ちの方は、気軽に相談してほしい

ですね」と話しています。

発音の指導を受ける幼児
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障害を

　

市内には目や耳の不自由な方をはじめ、手

足の不自由な方などさまざまな障害を持つ人

が約2，100人。こんなにも多くの人が障害に

苦しみながら生活しておられます。しかし、

中にはこうした障害にも負けず、困難を乗り

越えて活躍しておられる方もあります。障害

と闘いながらも、仕事や趣味にがんばってい

る方を訪ねてみました。

トランペットを楽しむ

西田健治さん（陽明町）

　

西田さんは盲学校を卒業して、三

国町で数年間マッサージの勉強をし

た後、51年に大野にもどりました。

　

音楽が好きで、レコード鑑賞はク

ラッシックからラテン音楽・演歌と

いろいろです。

　

5年前からは自らもトランペット

を始めました。テープやレコードを

聞いての練習で大変ですが、マーチ

を中心にいくつかのレパートリーが

あります。昨年の県身障者スポーツ

大会ではバンド応援もしました。

　

また、昨年秋にはアマチュア無線

免許を取得。世界の人々と交信した

いと、夢は広がります。

　　

「行政にやってもらいたいことは

障害者のため。の公共施設の改良や雇

用の促進などいろいろありますが、

私たち自身も積極的に社会参加して

いかなければと思います」と話して

いました。

仲間の親切に感謝

　

市川恵美子さん（中野町

　

「↑i川さんは幼いころに両足が不自

由になりましたが、54年6月からT

電器製作所で元気に働いています。

　

今冬の豪雪で2週間程休んだほか

は、ほとんど休むことなく出勤。電

器ユニット組み立ての仕事に励んで

います。

　

家庭には4歳になる子供さんがあ

り、主婦と母親の役目も立派に果た

しているほか、編み物が好きで近く

の人に教えたりもしています。

　

「職場の人がみんな親切にしてく

ださるので、とてもうれしいです。

会社の慰安旅行にもみんなのおかげ

で参加出来、とても楽しかったです

よ。たとえ何か障害のある人でも、

きっとその人の個性に合った仕事が

あると思います。もっと多くの障害

者が受け入れられるような雇用対策

をお願いしたいですね」と話してい

ます。

早く一人前の職人に

　

米村和由さん（富島）

　

手先に神経を集中させて印章を彫

る米村さん。

　

大阪の身障者職業訓練学校で1年

間学び、印章彫刻の技術を身に着け

て昨年春に市内のH印章店に就職し

ました。

　

重度の障害を克服して、一生懸命

がんばっています。

　　

「印章の彫刻は職人仕事で、一人

前になるには10年かかると言われて

おり、多少の不安はありますが、早

く覚えて一生の仕事にしたいです」

と意気込んでいますo

　

また、米村さんは巾青年協議会の

メンバーとしても活躍中で、困難に

めげず自分に出来ることを積極的に

取り入れています。

　　

「障害者も勇気を出して、思いき

って社会へ飛び出していくことが必

要ではないでしょうか」と明るく語

っていました。

乗り越えて
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視力障害者に゛声の市報、、

　

自ら進んでだれかのために、報酬

を期待しないで何かをするー一一これ

がボランティア活動です。

　

それは「恵む●恵まれる」「与える

与えられる」といった関係ではなく

同じ社会の一員であるという強い人

間同士のきずなから出発しています。

　

社会の一員として（連帯性）自分

の意志で（：主体性）利益を考えずに

　

（無償性）という3つの柱を精神と

するボランティア活動。地域社会の

心ヽと心ヽをつなぎ、温かい人間同士の

触れ合いを形づくり、住みよい潤い

のある社会へと結びつきます。

　

市内には障害者のことを早くから

理解し「自分でも何か出来ることは

ないだろうか」「人の役に立つことを

したい」と考え、行動している団体

や個人があります。

　

4月1日現在、社会福祉協議会に

登録されているボランティアは、団

体18組・個人8人です。

　

あなたも、この活動に参加しませ

んか。ささやかな個人の善意が、社

会という広いつながりの中で生かさ

れ、あなたに充実したひとときをも

たらすことでしょう。

　

目の不自由な人に少しでもお役に

立てたらと、大野点訳友の会が発足

しだのは47年。

　

声の便りや点字訳の活動を続け、

視力障害者にとても喜ばれています。

　

声の便りは、毎月の゛市政おおの之

を録音しているほか、要望に応じて

謡曲や手紙なども吹き込んでいます。

　

また、点字訳ではお経や小説をは

じめ、時刻表・電話帳なども手掛け

ています。

　

現在会員は10人で、主婦・保母・

住職・高校生などいろいろですが、

自発的に参加している人ばかりです。

　

会長の坪内茂さん（中野町）は「こ

の会は、微力ながらも社会に奉仕し

たいという人が自主的に集まって活

動しています。また、私たちは目の

不自由な人の身近な理解者・話し相

手になろうと努力しています。点訳

はある程度練習が必要ですが、場所

や時間にとらわれず出来ますので、

関心のある方は1人でも連絡してほ

しいです」と話しています。

　

なお、点訳友の会では゛点字板l

を借りたままになっている人があれ

ば、是非近くのマッサージ業者まで

返してほしいと呼び掛けています。

市報を録音する会員

果話邸言句礁繍斉］しな顛

ろうあ者と共に学ぶ

　

手話サークル゛すぎな之は、これ

までに市役所や公民館で講習を受け

た人が中心ヽになって53年10月に結成。

　

毎週水曜日に有終会館で学習会を

行っており、現在の会員は健常者・

ろうあ者合わせて20人です。

　

若い人が中心ですが、主婦や高校

生をはじめ、70歳余りのお年寄りも

参加しており、耳め不自由な人と一

緒に学びながら交流を深めています。

　

また、例会のほかにもボーリング

大会やクリスマス会などのレクリエ

ーションを行ったり、昨年の文化祭

には手話コーラスを披露して市民の

共感を得ました。

　

当初から中心となって活動してい

る林千代子さん（篠座）は「手話っ

て一体何かナという興味から始めま

した。ところが少しかじってみると

障害者の方々の大きな苦労がよくわ

かりました。地味な活動ですが、障

害者の方々の良き話し相手となるよ

う心掛けています。進んで手話で話

しかけると、とても喜んでもらえま

すし、内気な人も心を開いてくれま

す。手話を覚えるには根気が必要で

長く続けることが大切だと思います。

若い人は習得も早いですし、興味の

ある方は一度のぞいてみてほしいで

すね」と話していました。熱心に学習する会員



塵凱地峠：ラ隠孝

　

市はこの程、有効な土地利用を図る

ため、昭和65年を目標とした「大野市

国土利用計画」を作成しました。この

計画は、国土利用計画法の規定に基づ

いて作られたもので、50年を基準年と

して65年までの市内の土地利用につい

て、基本的な事項や利用区分ごとの目

標面積を定めています。計画の策定に

当たっては、昨年5月に1，000人の方

々にご協力をいただきましたアンヶ－

ト調査（市政おおの55年8月1日号参

照）や、関係機関・団体などのご意見

をお聴きしました。概要は次のとおり

です。
自然環境を保ちながら土地利用が進められる

人と自然との調和

保ちながら進める

　

市内の土地は限られたものであり

これをどのように利用するかが、市

民生活や市勢の発展に深いかかわり

をもっています。

　

このため、今後の当市の土地利用

に当たっては、公共福祉の優先、自

然環境の保全の立場に立って、人と

自然との調和を保つことを基本理念

として、それぞれの土地の機能を生

かした効果的な利用を、市総合計画

との調整を図りながら進めます。

　

65年までの土地の利用目標面積は

左表のとおりです。それぞれ用途別

に現況年の53年と、目標年の65年を

比較しながら、利用の進め方を見て

みましょう。

利用区分ごとの目標値
（単位ha）

　　　　面積

用途

昭和50年

（基準年）

昭和53年

（現況年）

昭和60年

（中間年）

昭和65年

（目標年）

増減

53～65

農

用

地

田 4，620 4，610 14，498 4，411 △199

畑
j241．＿＿

j206

1
二2o1 11199 △7

採草放牧地
｜199 ｜1100

100 100 0

計 4．960
114，916

1
4，799 4，710 △206

森

林

人工林 8，345 10，465 112，653 ｜i13，655 3，190

天然林 i33．895 31，774 129，500 28，436 △3，338

その他 2，541 2，506 2，506 2，506 0

計 44，781 44，745 44，659 44，597 △148

水面

・河

川．

水

路

水面 　　　二283 575 575 575 0

河川 7381　
　　｜

660 666 676 16

水路jl 　－286，’ 318 3181　
　　1

309 △9

計 1，307i 1．5531　　
　　1

1，5591 1，560 7

道

路

国・県・市道i 　　　　｜3031 32311 364 39レ 68

農道1 2321 269 273 269 0
　　　　　　　　　　　　　　¬

林剛

120・ 117 1511 164 47

紆j”1 6551 7091 7881 824 115

宅

地

住宅地 56（ 61ド 6591　
　　i

702 87

工場用這ス 561 61 102 126 65

事務所．店舗等・ 28！ 3ド 411 45 14
　　　　　　　　　　　　まT計

l

i 649j 　　　　17071 802 8731　
　　1

166

その他 1，814j 1，5361 1，5591　　　
　｜

1，602 66

市面積（計）l 54，166i 54，1661　　　
　j

54，166 54，166 0



65年までの利用計画まとめる

農用地

工場用地にも転11

　

農用地は、農業振興地域の農用地

区域を中心に優良農用地の確保に努

めるとともに、田園景観の保全およ

び防災の緩衝地としての役割をも重

視します。

　

また、土地基盤整備や農業構造改

善事業などを計画的に行い、農用地

の高度利用・地力増強および作目構

造の流動化●集約化を図りながら高

率的・安定的な利用を進めます。

　

さらに、集落および市街地周辺の

一部は、農業余剰労働力の吸収や若

年層の定着化を図るため、農村地域

への工業導入、工場移転に必要な用

地として計画的に利用の転換を図り

ます。

　

このような考え方で進めますと、

表のとおり65年までには206Vへ少

なくなります。

　

その主な内容は、土地区画整理や

工場用地確保などのための宅地化に

134Vへ、道路のつぶれ地に38Vへ

農業用水路の整備●河川の改修に18

y≒、体育施設や公園造成など公共

施設の整備に16Vことなっています。

森林

適樹林をさらに拡大

　

森林については、木材生産機能と

災害の防止・自然環境の保全など、

公益的機能が十分発揮出来るように

します。

　

里山は適樹林への転換を図るため

林業構造改善事業を取り入れ、森林

の育成・特用林産地の拡大を一層進

めます。

　

奥山は観光や休養地としても整備

し、多面的な利用を進めます。

　

また、高地は保安林の保続培養や

地域整備を行

い、森林の公

益的機能の増

進を図ります。

　

森林も53年

と比ぺると、

65年までには

1487ニ≒少な

くなる計画で

すが、主なも

のは国●県道

改良に157j≒

林道の新設に

57い≒、砂防

河川改修に30y≒、自然公園・スキ

ー場などの施設整備に27ふ≒などと

なっています。

宅地

快適な生活環境に

　

住宅地は、民間投資や宅地の需要

を見極めながら、土地区画整理。都

市計画事業を行い、宅地の確保をは

じめ都市施設・生活関連施設の整備

充実を図ります。さら・に、住・工混

在地区の工場移転を進めて望ましい

居住環境づくりに努めます。

　

工場用地については、市街地の工

場移転や新規企業の誘致に必要な用

地を確保するため、田園景観の保持

公害の防止に配慮しながら、集落お

よび市街地周辺の一般農用地の一部

を、計画的に工場用地へ利用転換し

ます。

　

65年までには166え≒増の計画で

すが、主なものは土地区画整理事業

などによる住宅地増が100y≒、工

場用地の確保に65マ≒≒、事務所や店

舗などに15乱≒それぞれ増え、180

す≒が増加することになっています

が、一方、道路改良で1Cじへ、公共

施設用地で4y≒が少なくなる予定

で、全体としては166友乱が増える

ことになります。

道路

積極的に改良●新設

　

道路は交易の拡大、市勢の発展、

生活の充実に不可欠です。このため

集落間の道路と幹線道路との接続を

密にするとともに、歩・車道を分離

し街路樹や緑地緩衝地を設置して、

環境の改善、生活の安定、騒音の防

除を図ります。

　

農。林道については、農・林地の

適正管理が有効に行えるよう整備、

拡充して交通・観光面での広域的活

用も図ります。

　

これを表のように53年と65年を比

べると115；－≒増の計画です。

　

主なものとしては国●県道の改良

30y≒、市道の改良・新設33ヅ。

農・林道の改良●新設657へなどと

なっており、128貳≒が増える見込

みですが、反面、土地区画整理によ

って13ふ≒が宅地化されることにな

っていますので、全体としては115

ぶ｀ニけ曽となる計画です。

スマイル

　　　　

「生活」

なんとなくクルシタル

　　　　　　　　　　

ー庶民
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市教育委員会が昨年秋実施した「家庭教育に関する実態調査」

の集計が、この程まとまりました。この調査は青少年の非行や

家庭内暴力などが社会問題となっている折、望ましい家庭教育

のあり方を探るため実施されたものです。それによりますと、

子供のしつけに対して30％の親が悩みを持っていることや、ほ

とんどの親がもっと家庭教育について学習したいと考えている

ことなどがわかりました。

市教委が家庭教育調査

しつけに悩む親が3割も

子供に厳しい6．8％

　

調査は、市内の20～60歳代の男女

500人を対象に行い、338人（回収

率67．6％）から回答を得ました。

　

まず、子供の教育やしつけの中心

はという問いに対しては、表①のよ

うに「母親」33．7％「両親」22●2％

で「父親」12．1％となっており、依

然として母親が家庭教育の中心にな

っているものの、父親の役割も認識

されてきていることが伺えます。

　

しつけに対する態度について見る

と表②のように「普通」と答えた人

が76．9％で、「甘い」が13．3％です。

　

「厳しい」はわずか6●8％しかあ

りませんでした。

　

「甘い」については「子供のいい

なりになる」「子供中心に考える」な

どが大半を占めており、過保護な一

而が想偕出来ます。、

親の態度が大切

　

さらに、子供のしつけについて困

っているかどうかという問いには、

　

「困っている」が30．2％あり、その

内容として「親の言いつけを聞かな

い」「祖父母と親とでしつけ方が違う」

　

「テレビばかり見ている」などが目

立っています。

　

親としてこれだけは是非…と思う

点については、はっきりした態度で

接することが大切でしょう。

　

また、しつけにはどんな点に力を

入れているかという問いには、表③

のように「他人に迷惑をかけない」

　

「うそをつかない」「自分のことは自

分でする」「根気強く最後まで努力す

る」など、家庭教育で一番大切に思

うことは何かに対しては、表④のよ

うに「家庭の和・温かみ」「他人に迷

惑をかけない」「素直さ・誠実」など

がそれぞれ上位にあがっています。

大半が家庭教育に関心

　

一方、家庭教育や子供のしつけに

ついてもっとよく知りたいと考える

人は65．7％で、機会があれば学習し

たいと考える人も63．9％あり、大部

分の親が関心を持っていることがわ

かります。市教育委員会では、この

データをさらに分析し、より良い家

庭教育を進めるための資料にします。

表①教育やしつけの中心

表②しつけに対する態度

表③ しつけについて

力を入れていること

（複数回答）

表④ 家庭教育で一番大切なこと

　　　　　　　

（複数回答）
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大野市勤労青少年ホームがいよい

よ5月9日からオープンします。

　

このホームは、市内の中小企業等

に働く青少年が憩いやスポーツ・レ

クリエーション・文化教養など、健

全な余暇活動の出来る場として建て

られた施設です。4月に完成の後、

備品や内部の整理を進めていました

がこの程終わり、いよいよ利用出来

ることになりました。利用のし方や

概要をご紹介しましょう。

心の通う憩いの場に

○心の通う談話やスポーツ●憩いの

場として、希望に応じて使えます。

○各種講習。講演会が開かれ、仲間

たちと楽しみながら教養や知識を身

に着けられます。

○スポーツやレクリエーションなど

各種行事が催され、自由に参加出来

ます。

○親ぼく・趣味・教養●奉仕などの

各種クラブ活動を自主的に運営する

ことが出来ます。

○交流会や交歓会を通して友情の輪

を広げられます。

○仕事や家族・友人●恋人など、い

ろいろの悩みや相談に応じます。

利用証を交付

　

市内の事業所に働く25歳以下の勤

労青少年は、ホームに登録して「利

用証」の交付を受けると無料です。

　

また、勤労青少年以外の人でも公

民館事業の場合には、無料で利用す

ることが出来ます。

一般の使用は有料

　

勤労青少年や公民館事業以外の使

用は有料になります。

　

料金は各部屋によって午後1～5

時まで300～1，500円、同5～9時

まで500～1，800円、同1～9時ま

で700～3，000円となっています。

　

ただし、営利を目的とする場合に

はこの料金の2～3倍になります。

お問い合わせ

住所中野町3丁目1番16号

電話（07796）5－7221

開館午後1～9時

汰館日曜・祝祭日、年末年始

ホームの正面玄関

気楽にくつろげる喫茶コーナー

卯．取り図4）・・・・・・2階⑦・・・・・●1階
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大野市名誉市民第1号に推挙され

た福田一衆議院議長に、名誉市民章

と推挙状がこの程贈られました。

　

4月6日、川崎市長や宮本市議会

議長ら一行6人は、新しく出来上が

った名誉市民章と推挙状を持って上

京、東京。赤坂の衆議院議長公邸を

訪れて贈りました。

　

議長は「こんな立派なものを本当

にありがとう。大変名誉なことなの

で、早速部屋に飾らせてもらいます」

と、お礼を述べられました。

　

名誉市民章は直径5●5新で、雪の

結晶をかたどった外型の中央に大野

市のマークをデザインしてあります。

　

配色は当市の誇りである青い空と

豊かな水を象徴するように青と水色

それに中央の市章は赤でまとめた見

事なコントラストになっています。

　

また、推挙状には「大野市名誉市

民に推挙し、その称号を贈ります」

と記されています。

供贈写

－る真

　

川左

下崎

　

市福

推長田

JI＊’■―V

議

状写長

と真に

E4

市井市

民
新民

章

聞章

　

提を

昨年の交通災害共済

加入率は74．7％

185件に見舞金

　

昨年1年間の交通災害共済事業の

結果がこの程まとまりました。

　

年間1人450円の掛け金のこの共

済には3万1，930人が加入し、加入

率は74．74％で前年より0．8％低くな

っています。

　

事故による見舞金は総額1，195万

円が支払われ、死亡の1等級災害4

件350万円が金額では一番大きくな

っています。

　

全体としては軽度の事故が多く、

年間件数は185件で前年に比べ15件

も多くなっています。

　

より多くの方に加入していただく

ため、現在も生活環境課では加入申

し込みを受け付けていますので、未

加入の方は1日も早く加入手続きを

して下さい。

、
4
る
″
’
£ 勤・

図喫茶店

　

大野市内で初めて喫茶店がお目

見得したのは、昭和24年でした。

　

三番通りに出来たK店は、始め

はコーヒーよりはあんみつやぜん

ざいの注文が多くて、たまにある

コーヒーの注文には、その度に一

杯一杯豆をひいたそうです。

　

昭和49年には、香りと味にうる

さい本格派のコーヒー党が増え、

K店はバイパスに移りました。ま

だそのころは、喫茶店は十本の指

で数えることが出来ました。

　

ここ二、三年のうちにあちこち

で出現し、ロマンチックな店名を

つけたり、いすやカップに凝った

り、絵画・写真・色紙を飾ったり

室内装飾の色調を配慮したり、ム

ード音楽を流したり、読みものを

豊富にそろえたり、それぞれ店の

特徴を出しています。

　

現在、純喫茶と呼ばれる店は30

数軒ですが、利用するには、コー

ヒー1杯300円という手軽さもあ

って、デートや話し合い、そして

多くの市民の憩いの場所になって

いるようです。

　

一般的に、駅東の喫茶店は、室

内のスペースも割合にゆったりし

ており、駐車場も広いので若者に

は人気があるようです。それぞれ

の店には、固定客というか客層が

あるようですが、しっとりと落ち

着いたやすらぎのある喫茶店が増

えるためには、もう少し年輪が必

要でしょう。（T生）
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お知らt！

　

◆市民サイクリング

　

春の市民サイクリングが次のとお

り行われます。友人・親子で多数参

加して下さい。

〈日時〉5月24日（日）午前8時30

　　　

分（雨天中止）市役所前集合

＜コース〉市役所前－西部バイパス

　　　

一国道157号一稲郷－堀兼－－

　　　

一真名川ダム（昼食）－中据

　　　

一広域農道一上舌一市役所

＜対象〉小学4年生以上の市民（小

　　　

中学生の参加は親の同意書が

　　　

必要）

＜負担金〉保険料50円

＜持ち物〉昼食・雨具●ごみ袋

＜申し込み〉5月20日（水）までに

　　　

市教委体育課（6－1111内線

　　　

409）へ

　

◆婦人スポーツ教室

　

いつまでも若々しい体力と健康な

体を保っていただくため、今年も婦

人スポーツ教室を次のとおり行いま

す。奮ってご参加下さい。

＜期間〉5月12日～7月14日

＜日時〉毎週火曜日、午後7～9時

＜会場〉有終会館

＜対象〉健康な婦人30人

〈内容〉器具を使った体操・フォー

　　　

クダンスと民踊・軽スポーツ

　　　

（バドミントン、テニスなど）

　　　

体力テスト

〈費用〉参加費は無料、ただし傷害

　　　

保険料680円を負担

＜申し込み〉市教育委員会体育課へ

　　　

電話（6－1111内線409）で

　　　

どうぞ

　

◆栄養改善推進員の養成講座

　

市民の栄養改善思想の向上と調理

技術の普及を図るため、栄養改善推

進員を設置していますが、この養成

講座を次のとおり開きますので、奮

ってご応募下さい。

〈期間〉6月上旬～来年3月上旬

〈会場〉大野保健所

〈対象〉市内に在住の主婦の方なら

　　　

どなたでも参加出来ます。

〈内容〉公衆衛生・栄養・保健・食

　　　

品・調理実習（12回、72時間）

〈講師〉保健所長、栄養士、保健婦

　　　

ほか

＜申し込み方法〉5月20日（水）ま

　　　

でに市保険衛生課（6－1111

　　　

内線291・292、先着20人ま

　　　

で）へ

　

◆県政・青年広聴員にご意見を

　

昭和56年度の県政広聴員・青年広

聴員に次の方々が委嘱されました。

　

広聴員は県政に対する県民の意見

や要望をまとめて、県行政当局へ伝

達する役割をします。あなたの意見

要望を近くの広聴員にお寄せ下さい、

　

敬称略（）は住所

〈県政広聴員〉帰山欽司（美川町）

山口俊一（天神町）金森節子（明倫

町）沢田ちづ子（篠座町）梶原絹子

　

（牛ヶ原）脇本義昭（小矢戸）河合

美代子（新町）斉藤彦則（下舌）野

崎四郎（平沢地頭）菅原慶子（吉）

松田雪信（土打）岩田美子（不動堂）

林達也（下打波）

〈青年広聴員〉朝

日正幸（弥生町）

八田雅寛（j存日2）

印牧冨士夫（西山）

橋本和美（月美町）

加藤之英（牛ヶ原）

河合有里（美川町）森下てるみ（萩

ヶ野）成田和美（泉町）

　

◆障害者にはがきを無料配布

　

郵政省では身体障害者福祉強調運

動に協調して、特別にデザインした

郵便はがき（料金は普通はがきと同

じ）を発売しています。

　

3，000万枚発行され、一般の方も

買い求められますが、6歳以上の重

度の身体障害（1・2級に限る）の

方は、1人20枚まで無料で配布を受

けられます。

　

配布ご希望の方は障害者手帳をお

持ちの上、お近くの郵便局へ申し込

んで下さい（申し込み用紙は郵便局

にあり、代理の申し込みでもよい）

　

また、郵便で申し込む場合は手帳

番号・級別・住所・氏名・生年月日

を書き押印して下さい。申し込みは

今月末日までです。

優れた知識を生かそう

求めています高齢者の人材

　

市教育委員会では、高齢者人材

活用事業の参加者を募っています。

　

これは、永年にわたって蓄えた

知識や技能・特技などを、社会教

育活動に役立てていただこうとす

るものです。

　

参加資格は市内に住んでいるお

おむね60歳以上の方で、指導して

いただく分野は一般教養・伝承文

化・健康増進●青少年育成・郷土

料理・手作り工芸●園芸・絵画●

生け花・軽スポーツなどです。

　

申し込みをして登録されますと

教育委員会の要請によって、それ

ぞれの分野の指導者・助言者とし

て活動していただきます。

　

期間は6月から来年3月までの

間です。

　

優れた知識や特技を若い方々に伝

えるのは大切なことであり、また、

喜びでもあります。

　

参加ご希望の方は5月末日までに

市教育委員会社会教育課（6－1111

内線405）へ申し込んで下さい。



56．5．1市政おおの第336号（12）

Ｅ9｀

　

今
年
は
国
際
障
害
者

年
で
あ
る
。
N
H
K
テ

レ
ビ
で
は
、
テ
ー
マ
ソ

ン
グ
つ
き
で
一
分
間
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
日
に
何

回
も
流
し
た
り
、
障
害
者
が
自
分
の
障
害
を

乗
り
越
え
て
社
会
に
参
加
し
よ
う
と
努
力
を

続
け
る
ド
ラ
マ
や
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
放
映
し

て
い
る
▼
テ
ー
マ
は
「
完
全
参
加
と
平
等
」

で
あ
る
。
障
害
者
も
、
一
般
健
常
者
と
同
じ

よ
う
に
社
会
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
活
動

に
参
加
す
る
権
利
が
あ
り
、
社
会
は
そ
れ
を

可
能
に
す
る
よ
う
援
助
す
る
義
務
を
負
う
と

い
う
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
「
障
害
を
越
え

る
努
力
に
こ
た
え
る
社
会
」
を
実
現
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
▼
教
育
に
も
問
題
が
あ
る
。

特
殊
学
級
や
養
護
学
校
の
よ
う
に
、
障
害
の

あ
る
子
供
だ
け
集
め
て
教
育
す
る
の
が
よ
い

の
か
、
普
通
学
級
の
中
で
教
育
す
る
の
が
よ

い
の
か
、
ど
ち
ら
が
障
害
児
教
育
と
し
て
正

し
い
の
か
と
い
う
の
で
あ
る
▼
み
ん
な
に
つ

い
て
い
け
な
い
子
を
普
通
学
級
に
お
い
て
も

置
い
て
き
ぼ
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
心

配
さ
れ
る
。
障
害
の
種
類
や
程
度
に
合
っ
た

教
育
を
す
る
た
め
に
は
特
殊
学
級
や
養
護
学

校
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
で
は

障
害
児
を
普
通
児
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
て
、
健
常
者
の
障
害
者
に
対
す

る
偏
見
と
差
別
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
是
正

さ
れ
な
い
と
い
う
心
配
が
残
る
▼
要
す
る
に

健
常
者
と
障
害
者
と
の
交
流
を
多
く
し
て
、

互
い
の
理
解
が
自
然
に
深
ま
る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
障
害
者
を
閉
め
出

す
社
会
で
は
な
く
、
温
か
く
毎
み
込
む
思
い

や
り
の
あ
る
社
会
の
実
現
を
真
剣
に
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
（
N
生
）
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